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ふるさとの街・探訪記《木曽郡開田村》
◆霊峰御嶽山に抱かれた、開田村

AREA  REPORT
◆猛威をふるった開田村の自然災害

気ままにJOUNEY
◆美しい自然と歴史が息づく、開田高原

歴史ドキュメント
◆時代の要請とともに生まれ、成長し、
そして衰退してきた街道

TALK&TALK
◆木曽材の乱伐がもたらした林業地域の交代

民話の小箱
◆水無し八丁と弘法大師

木曽川文庫は治水の資料館。
水の大切さや恐ろしさを歴史から学び、
これからの治水を皆様とともに考えていきたいと思っています。
秋号は御嶽山に抱かれた開田村から
その歴史や自然災害を、
今回から特集する川と街道では、
中山道木曽路を中心にご紹介します。



じ
り
な
ど
の
石
器
を
つ
く
る
材
料
に
最
適
の
黒
曜
石
や

チ
ャ
ー
ト
に
恵
ま
れ
、し
か
も
縄
文
時
代
直
前
の
中
石

器
と
呼
ば
れ
る
時
代
に
は
、
西
野
川
や
末
川
は
木
曽

川
を
遡
っ
て
き
た
鮭
や
鱒
の
産
卵
場
に
、
引
き
続
く
縄

文
時
代
に
入
る
と
、こ
の
広
い
高
原
地
帯
は
熊
・
猪
・
兎

な
ど
の
絶
好
の
猟
場
。
こ
れ
を
物
語
る
よ
う
に
末
川
に

は「
鱒
淵
」と
い
う
地
名
も
あ
り
ま
す
。
猟
の
道
具
と

獲
物
が
そ
ろ
っ
て
い
る
高
原
地
帯
は
、
原
始
住
民
に
と

っ
て
住
み
よ
い
環
境
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
全
域
に
縄
文

遺
跡
は
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
柳
又
遺
跡
の
石

器
は
、
先
土
器
時
代
未

明
か
ら
縄
文
草
創
期
に

い
た
る
過
渡
期
の
貴
重

な
も
の
で
、
柳
又
型
有

舌
尖
頭
器
と
命
名
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
縄

文
中
期
・
後
期
の
遺
跡

は
少
な
く
、
弥
生
時
代

の
遺
跡
は
皆
無
。
こ
の

ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記

1

豊
富
な
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
た
開
田
村
の
あ
け
ぼ
の
は
、先
土
器
か
ら
縄
文
早
期
。

豊
か
な
川
の
幸
は
、原
始
の
人
々
に
と
っ
て
絶
好
の
環
境
で
し
た
。

し
か
し
、稲
作
に
不
向
き
な
土
地
柄
の
こ
と
。

そ
の
歴
史
は
山
や
田
畑
を
切
り
開
く
道
の
り
で
し
た
。

近
世
、尾
張
藩
の
支
配
下
で
、木
曽
馬
の
飼
育
や
稲
作
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
。

明
治
以
降
、交
通
網
が
徐
々
に
整
備
さ
れ
、

現
在
は
高
原
野
菜
の
生
産
や
観
光
開
発
を
中
心
に
、村
の
発
展
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

霊
峰
御
嶽
山
に
抱
か
れ
た
、開
田
村

時
期
が
農
耕
を
主
体
と
す
る
定
住

性
の
時
代
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、こ
の
村
の
先
住
民
た
ち

は
何
ら
か
の
事
情
で
他
へ
移
動
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

降
っ
て
平
安
後
期
の
灰
釉
陶
器
が

古
屋
敷
遺
跡
や
中
沢
遺
跡
か
ら
出

土
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
開

田
村
の
歴
史
時
代
は
平
安
朝
頃
に
始
ま
っ
た
と
い
う
見

方
が
有
力
で
す
。
律
令
制
下
の
開
田
村
は
、
美
濃
国
恵

那
郡
に
属
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

木
曽
氏
の
支
配

中
世
の
開
田
一
帯
は
、
木
曽
氏
の
支
配
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
文
献
に
よ
れ
ば
、
西
野
峠
の
南
西
の

城
山
は
、
南
北
朝
期
、
西
野
の
青
木
家
の
先
祖
で
、
木

曽
家
の
家
臣
の
大
矢
右
馬
尉
友
重
が
築
い
た
砦
で
あ

る
よ
う
で
す
。
天
文
二
四
年（
一
五
五
五
）、
武
田
晴

信
は
木
曽
に
進
攻
し
、
大
滝
村
の
木
曽
義
康
を
攻
め
、

そ
の
際
木
祖
村
か
ら
峠
を
越
え
、
末
川
へ
出
て
い
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
険
し
い
山
々
に
抱
か
れ
た
開
田

村
に
も
、
下
剋
上
の
戦
火
は
飛
ん
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
他
に
も
、
木
曽
義
仲
の
側
室
が
西
野
の
豪
族
藤
村

氏
の
娘
野
菊
で
あ
っ
た
と
い
う
話
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

藤
村
家
は
、
江
戸
期
に
西
野
村
の
庄
屋
を
勤
め
た
家

柄
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
開
田
村
は
当
初
は
幕
府
領

で
し
た
が
、
元
和
元
年（
一
六
一
五
）か
ら
、
尾
張
藩
領

標
高
千
二
百
ｍ
の
高
原
地
帯

霊
峰
御
嶽
山
の
山
麓
に
ひ
ろ
が
る
開
田
村
は
、
広

大
な
高
原
地
帯
。
村
落
の
す
べ
て
が
標
高
千
二
百
ｍ

に
お
よ
ぶ
高
地
に
点
在
す
る
山
村
で
す
。
面
積
の
九
割

を
山
林
が
占
め
、
村
名
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
歴
史

は
ま
さ
に
山
を
開
き
、
田
を
起
こ
し
た
道
の
り
で
し

た
。村

内
に
は
、
西
野
川
と
そ
の
支
川
、
西
又
川
、
冷

川
、
末
川
、
把た

ば

之の

沢さ
わ

川
な
ど
が
流
れ
、
流
域
に
集
落

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
平
均
気
温
は
八
度
と
低

く
、
九
月
初
旬
に
初
霜
、
一
〇
月
上
旬
よ
り
初
雪
、

晩
雪
は
四
月
上
旬
ま
で
残
っ
て
い
ま
す
。
南
部
を
国
道

三
六
一
号
が
横
断
。
南
東
部
の
地
蔵
峠
は
難
所
で
し

た
が
新
地
蔵
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
、
交
通
は
便

利
に
な
り
ま
し
た
。
高
冷
地
で
の
良
質
な
高
原
野
菜

の
栽
培
が
盛
ん
で
、
中
部
・
関
西
地
方
へ
出
荷
。
御
嶽

山
の
麓
か
ら
湧
出
す
る
豊
か
な
水
は
、
御
嶽
自
然
水

と
し
て
市
場
で
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
は

涼
と
森
林
浴
を
求
め
、
年
々
、
観
光
客
が
増
加
し
て

い
ま
す
。開

田
村
は
縄
文
遺
跡
の
宝
庫

開
田
村
は
長
野
県
下
で
も
有
数
の
先
土
器
時
代
か

ら
縄
文
早
期
の
遺
跡
の
宝
庫
で
す
。
御
嶽
山
の
火
山

活
動
が
お
さ
ま
っ
た
頃
の
開
田
高
原
は
、
原
始
住
民
に

と
っ
て
絶
好
の
住
み
や
す
い
環
境
。
狩
猟
に
用
い
た
矢

地蔵峠より末川の集落を展望
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ま
し
た
。
こ
れ
が
馬
小
作
と
よ
ば
れ
る
も
の
。
馬
を
木

曽
福
島
の
毛
附
市
で
売
っ
た
際
、
手
に
す
る
金
額
は
売

上
の
三
分
の
一
か
半
分
で
、
苦
労
し
て
二
年
も
飼
育
し

た
あ
げ
く
の
取
り
分
は
、
馬
の
所
有
者
と
同
じ
で
し

た
。
こ
れ
ら
の
馬
の
所
有
者
は
山
村
の
中
で
も
薬
種
業

や
医
者
な
ど
、
特
殊
な
家
業
で
得
た
資
金
を
馬
に
投

資
し
て
大
馬
地
主
に
な
っ
た
者
も
い
ま
す
。
こ
れ
ら
か

ら
、
馬
小
作
制
度
は
必
ず
し
も
土
地
の
半
封
建
的
所

有
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
貨
幣
経
済
・
商
品
経

済
の
発
達
と
と
も
に
、
地
主
よ
り
も
む
し
ろ
商
人
た
ち

が
馬
持
ち
に
な
っ
て
いっ
た
よ
う
で
す
。

稲
作
の
始
ま
り

尾
張
藩
が
画
期
的
な

税
制
改
革
の
た
め
に
実

施
し
た
享
保
検
地
の
と

き
、
末
川
・
西
野
の
集
落

に
は
一
坪
の
水
田
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
開
田

村
に
初
め
て
水
田
が
開

発
さ
れ
た
の
は
、
寛
延
元

年（
一
七
四
八
）、
末
川

の
庄
屋
中
村
彦
三
郎
が

代
官
山
村
氏
に
願
い
出
て
、
水
田
開
発
の
資
金
を
借

り
受
け
、
稗
田
を
開
発
し
た
の
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
安

永
五
年（
一
七
七
六
）建
立
の
稗
田
の
碑
に
よ
れ
ば
、
彦

三
郎
が
延
享
年
間（
一
七
四
四
〜
四
八
）に
稗
、
続
い

て
稲
の
栽
培
に
取
り
組
み
、
寛
延
元
年
に
水
田
開
発

に
成
功
。
西
野
で
は
天
明
七
年（
一
七
八
七
）に
稗
田

を
開
い
て
い
ま
す
が
、そ
の
開
田
に
あ
た
っ
て
は
覚
明
行

者
が
稗
の
栽
培
方
法
を
も
た
ら
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
開
田
村
の
よ
う
な
高
冷
地
で
江
戸
期
に
稲
作
が

始
め
ら
れ
た
の
は
珍
し
い
ケ
ー
ス
。
と
は
い
え
、
霜
や
雪

の
な
い
月
は
、
わ
ず
か
二
か
月
と
い
う
環
境
下
の
稲
作

は
容
易
で
は
な
く
、
昭
和
ま
で
凶
作
に
脅
か
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
過
酷
な
自
然
環
境
の
中
で
、
把
之
沢

の
畑
田
忠
右
衛
門
や
藤
屋
洞
の
山
本
良
吉
は
、
品
種

改
良
に
生
涯
を
捧
げ
た
篤
農
家
で
し
た
。

山
林
支
配
を
め
ぐ
る
訴
訟
運
動

明
治
二
二
年
、
市
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
開
田
村

は
現
在
の
姿
と
な
り
ま
し
た
。

に
対
す
る
山
村
住
民
の
信
頼
が
高
ま
り
、
山
麓
の
黒

沢
・
西
野
な
ど
で
は
農
民
は
も
ち
ろ
ん
庄
屋
に
至
る
ま

で
、
覚
明
に
協
力
す
る
者
が
増
え
た
よ
う
で
す
。
覚
明

は
、
天
明
六
年（
一
七
八
六
）、
御
嶽
山
・
二
の
池
の
ほ

と
り
で
立
っ
た
ま
ま
往
生
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

彼
の
死
後
、
黒
沢
・
西
野
・
末
川
ら
一
〇
ケ
村
の
村
役

人
が
連
署
し
て
、
一
般
信
者
の
登
拝
を
願
出
、
寛
政
四

年（
一
七
九
二
）正
月
に
、
軽
精
進
に
て
登
山
が
許
さ

れ
ま
し
た
。

木
曽
馬
と
馬
小
作木

曽
馬
は
日
本

古
来
の
在
来
和
種

で
、
そ
の
起
源
は
縄

文
時
代
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
古
く
は
戦

馬
と
し
て
大
い
に
活

用
さ
れ
、
木
曽
義

仲
は
京
都
に
攻
め

あ
が
る
挙
兵
に
際

し
一
万
騎
の
戦
馬

を
募
っ
て
お
り
、
そ

の
主
力
は
木
曽
馬
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
街
道

の
大
事
な
輸
送
用
役
馬
で
あ
っ
た
た
め
、
朝
廷
や
領
主

が
管
掌
し
て
い
ま
し
た
が
、
山
村
農
民
の
農
耕
馬
と
し

て
重
宝
で
あ
っ
た
た
め
、
次
第
に
農
民
に
飼
育
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
馬
の
権
利
は
依
然
領

主
の
も
の
。
慶
長
年
間（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）に

至
っ
て
は
、「
毛
附
馬
の
物
成
」と
称
す
る
雑
税
が
課
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

慶
長
一
三
年（
一
六
〇
八
）の
毛
附
馬
の
物
成
額
の

郡
下
各
村
の
一
覧
表
を
見
る
と
、
末
川
・
西
野
は
郡
下

最
高
で
あ
り
、
当
時
か
ら
開
田
一
帯
は
馬
の
主
要
産

地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
木
曽
馬
の
飼
育

数
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
い
た
る
ま
で
木
曽
で
は
最

も
多
く
、
貴
重
な
財
政
源
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
個
々
の
農
家
で
は

馬
を
買
う
余
力
が
な
か
っ
た
た

め
、
資
本
力
の
あ
る
木
曽
福
島

の
商
人
や
村
内
の
有
力
農
家
か

ら
馬
を
借
り
て
飼
育
を
し
て
い

と
な
り
ま
し
た
。

御
嶽
信
仰
と
覚
明
行
者

人
智
の
解
明
で
き
な
い
自
然
の
現
象
、
自
然
の
力
を

恐
れ
、
神
と
し
て
崇
め
た
の
が
宗
教
の
起
源
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
御
嶽
信
仰
は
こ
の
最
も
古
い
信
仰
、
す
な

わ
ち
山
岳
信
仰
が
そ
の
ル
ー
ツ
。
文
武
天
皇
大
宝
年
間

（
七
〇
一
〜
三
）に
役え

ん

の
小
角

お
づ
ぬ

が
開
山
し
、
修
験
者
の
道

場
と
な
っ
て
いっ
た
よ
う
で
す
。
山
岳
信
仰
は
山
岳
そ
の

も
の
を
神
と
し
て
崇
め
る
こ
と
か
ら
発
展
し
、
深
山
幽

谷
を
聖
地
と
考
え
、
聖
地
に
深
く
分
け
入
っ
て「
行
」を

つ
む
こ
と
が
、
神
を
体
得
す
る
道
だ
と
い
う
考
え
方
が

生
ま
れ
、
そ
れ
が
修
験
道
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
修
験

者
は
七
五
日
か
ら
百
日
の
精
進
・
潔
斎
・
参
籠
な
ど
の

難
行
苦
業
を
つ
み
か
さ
ね
た
上
で
は
じ
め
て
山
頂
に
登

り
、
山
神「
蔵
王
権
現
」を
拝
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
一
般
人
に
は
登
山
登
拝
は
許
さ
れ
ず
、こ

の
厳
し
い
戒
律
を
一
般
庶
民
の
誰
で
も
出
来
る
軽
潔

斎
に
改
め
て
、
御
嶽
山
を
庶
民
に
解
放
し
、
御
嶽
信
仰

を
全
国
に
ひ
ろ
め
た
の
は
、
覚
明
行
者
で
し
た
。
文
献

に
よ
れ
ば
、
天
明
二
年（
一
七
八
二
）、
御
嶽
の
支
配
者

で
あ
る
黒
沢
村
の
神
官
武
居
家
を
訪
れ
、
一
般
信
者

の
登
拝
の
許
可
を
願
い
出
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
覚

明
の
行
動
は
、
江
戸
時
代
も
中
期
を
過
ぎ
、
全
国
的

に
交
通
の
便
も
よ
く
な
り
、
当
時
全
国
に
ひ
ろ
が
っ
て

い
た
神
仏
一
如
の
両
部
思
想
の
影
響
を
受
け
、
霊
山

へ
の
一
般
信
者
の
集
団
登
拝
の
要
望
が
高
ま
っ
た
と
い

う
歴
史
的
社
会
的
背
景
の
も
と
に
進
め
ら
れ
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
覚
明
の
願
い
は
御
嶽
山
の
神
威
を
守
ろ

う
す
る
神
官
や
寺
社
奉
行
に
阻
ま
れ
、
逆
に
圧
迫
が

強
め
ら
れ
ま
し

た
。と

は
い
え
覚
明

は
初
心
を
捨
て

ず
、
一
方
で
登
山

道
の
改
修
を
行
っ

た
り
、
一
方
で
西

野
・
末
川
な
ど
で

山
村
の
稲
作
の
指

導
に
あ
た
り
な
が

ら
御
嶽
信
仰
を
ひ

ろ
め
た
の
で
、
彼

ふるさとの街・探訪記

ふ
る
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文
献

『
開
田
村
村
誌
』

上
・
下
巻
昭
和
五
五
年
開
田
村

『
長
野
県
地
名
大
事
典
』

角
川
書
店

良
質
な
森
林
資
源
を
有
す
る
開
田
村
の
山
林
は
、

江
戸
期
に
は
ほ
ぼ
全
山
を
尾
張
藩
所
有
、
明
治
二
二

年
に
皇
室
御
料
林
に
組
込
ま
れ
ま
し
た
。
公
有
林
に

指
定
さ
れ
れ
ば
、
木
一
本
伐
採
出
来
な
い
過
酷
な
山

林
支
配
に
対
し
て
、
開
田
村
で
は
訴
訟
運
動
を
開
始
。

同
二
四
年
、
末
川
村
八
一
名
の
名
で
訴
訟
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
が
末
川
コ
モ
ノ
沢
事
件
と
い
わ
れ
る
も

の
で
、
開
田
・
福
島
町
当
局
が
介
入
し
て
も
解
決
せ
ず
、

結
局
、
島
崎
藤
村
の
兄
島
崎
広
介
の
努
力
で
、
明
治
三

七
年
、
御
下
賜
金
交
付
と
い
う
こ
と
で
決
着
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
西
野
で
も
西
野
事
件
と
呼
ば
れ
る
御
料
林

と
の
境
界
問
題
が
発
生
。
西
野
の
上
田
多
吉
が
御
料

局
と
対
決
し
ま
す
が
、こ
れ
も
島
崎
広
助
の
斡
旋
で
解

決
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
上
田
多
吉
は
皇
室
相
手
に
最

期
ま
で
裁
判
闘
争
を
続
け
ま
し
た
。

交
通
網
の
整
備

険
し
い
山
々
に
抱
か
れ
た
開
田
村
で
は
、近
代
に
入

っ
て
も
交
通
の
整
備
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。木
曽
福
島

か
ら
の
険
し
い
峠
越
え
の
難
所
が
、そ
の
大
き
な
理
由
。

御
料
林
の
木
材
を
搬
出
す
る
た
め
の
森
林
鉄
道
末
川

本
線
は
、昭
和
一
八
年
に
開
通
。目
的
は
材
木
輸
送
で

し
た
が
、開
田
村
民
の
乗
車
も
許
さ
れ
た
た
め
、村
で

は
大
き
な
期
待
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。昭
和
四
一
年
に

は
、よ
う
や
く
木
曽
福
島
か
ら
岐
阜
県
境
の
長
峰
峠

ま
で
福
島
高
山
線
が
開
通
し
て
い
ま
す
。昭
和
四
九
年
、

木
曽
福
島
か
ら
開
田
を
通
り
、
岐
阜
県
高
山
市
へ
通

じ
る
道
が
国
道
三
六
一
号
に
。
昭
和
六
二
年
に
は
新

地
蔵
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
は
飛
躍
的

に
改
善
。
そ
れ
ま
で
の
地
蔵
峠
越
え
の
三
六
一
号
は

御
嶽
山
や
乗
鞍
等
の
眺
望
が
す
ば
ら
し
く
冬
期
を
除

い
て
観
光
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
で
は
、
豊
か
な
自

然
環
境
を
生
か
し
た
観
光
開
発
に
励
ん
で
い
ま
す
。

覚明様の石造物群全景

田んぼの畦を自由に飛び回る木曽馬

馬小作の台帳

稗田の碑

新地蔵トンネル

森林鉄道の軌道跡
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猛
威
を
ふ
る
っ
た

開
田
村
の
自
然
災
害

御
嶽
山
の
火
山
活
動

地
質
学
者
に
よ
れ
ば
、
今
か
ら
百
万
年
前
の
新
生

代
第
四
紀
の
は
じ
め
頃
、
最
初
の
火
山
噴
出
が
起
こ

っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
の
噴
出
物
を
地
蔵
峠
火

山
岩
類
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

開
田
村
を
北
か
ら
南
へ
と
流
れ
る
い
く
つ
か
の
小
さ

な
山
並
み
、
長
峰
峠
・
藤
沢
峠
・
関
谷
峠
・
西
野
峠
・

地
蔵
峠
な
ど
は
、
す
べ
て
こ
と
時
の
噴
出
物
の
堆
積
し

た
上
の
凹
部
を
流
れ
る
い
く
つ
か
の
河
川
に
よ
っ
て
縦

断
さ
れ
て
出
来
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
蔵

峠
火
山
岩
類
が
堆
積
し
て
出
来
た
山
嶺
面
を
地
蔵
嶺

面
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
地
蔵
峠
火
山
岩
類
は
、
約
一
五

〇
ｍ
以
下
の
一
様
の
厚
さ
を
成
し
、
開
田
村
・
三
岳

村
・
木
曽
福
島
町
・
王
滝
村
・
上
松
町
に
わ
た
る
広
い

地
蔵
嶺
山
脈
を
お
お
っ
て
分
布
し
て
い
ま
す
。

御
嶽
の
火
山
活
動
は
新
生
代
第
四
紀
に
爆
発
を
繰

り
返
し
、
そ
の
都
度
溶
岩
や
軽
石
な
ど
を
噴
出
し
、

そ
の
裾
野
に
広
が
る
開
田
村
地
域
に
、
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
以
降
、
死
火
山
に
近
い
休
火
山
で
お

そ
ら
く
火
山
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

有
史
以
来
、
初
の
御
嶽
山
の
噴
火

昭
和
五
四
年
一
〇
月
二
八
日
早
朝
、
開
田
村
の
南

西
に
そ
び
え
る
御
嶽
山
は
突
如
、
噴
火
し
ま
し
た
。
こ

の
大
噴
火
は
文
献
記
録
に
は
っ
き
り
木
曽
御
嶽
噴
火

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
有
史
以
来
は
じ
め
て

の
こ
と
で
し
た
。
噴
煙
は
四
〜
五
千
ｍ
上
空
に
ま
で

達
し
、
西
か
ら
の
風
に
の
っ
て
長
野
県
の
ほ
ぼ
全
域
と

群
馬
県
の
一
部
に
ま
で
灰
を
降
ら
せ
ま
し
た
。
特
に

開
田
村
へ
の
降
灰
は
最
も
多
く
、
農
産
物
や
養
魚
な

ど
に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

噴
火
当
日
の
降
灰
は
、
午
前
八
時
頃
か
ら
確
認
さ

れ
、
最
も
激
し
か
っ
た
の
は
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時

頃
ま
で
。
国
道
三
六
一
号
は
九
蔵
か
ら
中
沢
間
が
、

上
か
ら
降
る
灰
と
通
行
す
る
自
動
車
が
巻
き
上
げ
る

灰
で
、ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
も
通
行
が
困
難
な
状
態

の
時
が
あ
り
ま
し
た
。
夜
に
入
っ
て
降
灰
は
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
に
村
内
に
降
灰
し

た
量
は
約
五
〇
万
ｔ
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
内
、

二
〇
七
ｔ
が
畑
な
ど
の
耕
地
に
降
灰
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

被
害
は
、
秋
の
漬
菜
、
牧
草
を
中
心
に
、
水
産
業
者

の
ヤ
マ
メ
・マ
ス・
イ
ワ
ナ
、
ま
た
水
田
、
畑
の
土
壌
の
酸

性
化
な
ど
、
御
嶽
山
麓
三
村
の
中
で
も
、
特
に
大
き

な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
降
灰
に
よ
る
問
題
は
、
次

年
度
以
降
の
農
作
物
に
ま
で
影
響
を
も
た
ら
し
た
こ

と
で
し
た
。

噴
火
が
鎮
静
し
た
後
、
降
灰
に
よ
る
土
壌
改
良
事

業
も
実
施
さ
れ
、
開
田
村
は
平
穏
な
暮
ら
し
を
取
り

戻
し
ま
し
た
。

猛
威
を
ふ
る
っ
た
台
風
一
〇
号

昭
和
五
八
年
九
月
二
七
日
、
開
田
村
に
空
前
の
被

害
を
も
た
ら
す
台
風
一
〇
号
が
襲
来
し
ま
し
た
。
二

秀
麗
な
姿
を
み
せ
る
御
嶽
山
。

今
で
は
す
っ
か
り
穏
や
か
な
表
情
を
み
せ
る
霊
峰
も
、突
然
、大
き
な
音
を
響
か
せ
噴
火
。

広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
降
り
注
い
だ
灰
は
、多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

御
嶽
山
は
死
火
山
に
近
い
休
火
山
と
考
え
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
、

そ
の
噴
火
は
、自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
み
せ
つ
け
た
の
で
し
た
。

昭
和
五
八
年
に
襲
来
し
た
台
風
一
〇
号
も
、大
き
な
爪
痕
を
残
し
て
い
ま
す
。

稲 

区　分 

主
要
食
糧
物 

総
作
付
面
積
ha
 

被
害
面
積
ha
 

園
芸
及
特
用
作
物 

生

産

物

被

害

 

138

麦 

雑　穀 

小　計 

肥飼料作物 （138） 85
（138） 
43

野　菜 65 13.5

花　き 

果　樹 

特用作物 

小　計 65 13.5

七
日
午
前
零
時
か
ら

の
雨
量
は
二
〇
〇
㎜
を

越
え
、
し
か
も
依
然
と

し
て
降
り
続
く
状
態

を
判
断
し
、
村
長
を
本

部
長
と
す
る「
開
田
村

災
害
対
策
本
部
」を
、

二
八
日
午
後
三
時
に

設
置
し
ま
し
た
。
当
時
の
開
田
村
は
、
災
害
当
日
の

一
か
月
前
か
ら
、
五
〇
〇
㎜
も
の
雨
が
降
り
続
い
て
い

ま
し
た
。
開
田
村
の
平
均
年
間
降
雨
量
が
約
二
千
㎜

で
す
か
ら
、
そ
の
四
分
の
一
が
九
月
に
降
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
昭
和
四
六
年
九
月
の
集
中
豪
雨
の
時

は
四
五
〇
㎜
、
台
風
一
〇
号
襲
来
し
た
同
年
の
五
月

集
中
豪
雨
は
三
五
〇
㎜
と
、
過
去
の
災
害
を
越
え
る

規
模
で
し
た
。
時
間
雨
量
を
見
て
も
台
風
一
〇
号
災 土石流は一瞬にして耕地をのみこんだ（把之沢） 下畑今朝蔵さん宅の裏山が崖れ家に土砂が 石灰散布する保健所職員

仮設住宅の建設

御嶽山有史以来の噴火（昭和54年10月28日午前5時25分撮影）

農作物被害状況
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AREA  REPORT

船
頭
平
河
川
公
園
が
オ
ー
プ
ン

木
曽
川
文
庫
が
あ
る
船
頭
平
に
は
、
平
成
一

二
年
五
月
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

閘
門
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
周
辺
一
・
五
五
ｈａ
は
、

桜
の
名
所
と
し
て
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
所
で

す
。平

成
一
四
年
四
月
二
四
日
、
船
頭
平
閘
門
西

側
の
長
良
川
左
岸
で
整
備
を
進
め
て
い
た
船
頭

平
河
川
公
園
が
完
成
し
、
国
土
交
通
省
や
地
元

の
関
係
者
ら
が
出
席
し
て
完
成
式
が
開
か
れ
ま

し
た
。

今
回
完
成
し
た
公
園
は
、
愛
知
・
岐
阜
・
三
重

の
三
県
に
ま
た
が
る
国
営
木
曽
三
川
公
園
の
中

央
水
郷
地
区
の
一
つ
と
し
て
、
船
頭
平
閘
門
の
南

西
に
広
が
る
高
水
敷
を
利
用
し
て
整
備
さ
れ
た

も
の
で
す
。

約
二
・
七
ｈａ
の
園
内
に
は
、
一
五
種
の
ハ
ス
を

は
じ
め
、
カ
キ
ツ
バ
タ
・
キ
シ
ョ
ウ
ブ
・コ
ウ
ホ
ネ
・

ス
イ
レ
ン
な
ど
の
水
生
植
物
が
植
え
ら
れ
、「
花

と
ふ
れ
あ
い
、
花
と
と
も
に
心
豊
か
に
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
公
園
」を
テ
ー
マ
に
し
た
水
生

植
物
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
生
植
物
園
で
は
河
川
の
水
を
取
り
入
れ
、

植
物
の
も
つ
浄
化
作
用
に
よ
っ
て
浄
化
さ
れ
た
水

を
再
び
河
川
へ
放
流
、
環
境
保
全
を
も
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

完
成
式
で
は
、
代
表
者
六
名
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

し
、
来
賓
者
や
地
元
の
立
田
村
南
部
小
学
校
福

原
分
校
の
児
童
六
名
が
参
加
し
、
サ
ト
ザ
ク
ラ

が
記
念
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
船
頭
平
河
川
公
園
で
は
水
生
植

物
を
は
じ
め
、
ウ
メ
・
サ
ク
ラ
・
ツ
ツ
ジ
・
ア
ジ
サ

イ
な
ど
の
花
々
が
、
年
間
を
通
し
て
楽
し
め
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
河
川
公
園
と
あ
わ
せ
、
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

害
で
は
一
時

間
に
四
六
㎜

（
二
八
日
午

後
四
時
〜
五

時
）で
、
そ
れ

以
前
ま
で
最

高
と
言
わ
れ

て
き
た
昭
和

四
六
年
集
中

豪
雨
の
三
四

㎜
を
は
る
か

に
上
回
り
ま

し
た
。

開
田
村
の

被
害
総
額
は

五
〇
億
五
千
万
円
。
被
害
状
況
は
概
ね
表
の
通
り
で

す
が
、
こ
の
被
害
額
は
木
曽
郡
下
で
最
高
と
な
っ
て
い

ま
す
。

郡
下
全
体
被
害
額
は
一
九
二
億
円
余
り
、
し
た
が

っ
て
こ
の
額
の
四
分
の
一
は
開
田
村
の
被
害
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
住
宅
の
被
害
額
に
つ
い
て
は

算
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

具
体
的
な
被
害
の
実
態
は
、
水
道
施
設
・
道
路
・
河

川
・
農
業
用
施
設
の
決
壊
、
橋
梁
の
流
失
、
人
家
・
畜

舎
・
養
魚
場
、
水
田
の
埋
没
な
ど
。
な
お
、
床
上
浸
水

し
た
被
災
者
の
た
め
に
仮
設
住
宅
を
建
設
、
被
災
後

の
一
〇
月
三
日
と
四
日
の
両
日
に
は
、
木
曽
保
健
所

の
職
員
が
中
心
と
な
り
、
被
災
住
宅（
床
下
浸
水
を

含
む
）に
対
し
て
、
石
灰
の
散
布
を
行
い
伝
染
病
の
予

防
に
努
め
ま
し
た
。

災
害
復
旧
事
業

災
害
復
旧
事
業
は
、
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
長
野
県
の
実
施
箇
所
》

・
西
野
川
高
坪
上
橋
下
他
一
六
か
所

・
西
又
川
馬
里
橋
他
九
か
所

・
藤
沢
川
上
栗
尾
橋
上
他
九
か
所

・
末
川
水
源
地
横
他
九
か
所

・
髭
沢
川
髭
沢
上
他
五
か
所

・
国
道
三
六
一
号
展
望
台
他
一
六
か
所

・
県
道
越
〜
木
曽
福
島
線

合
計
八
か
所

《
開
田
村
の
実
施
箇
所
》

・
河
川
恩
木
沢
他
二
二
か
所

・
道
路
小
西
一
号
他
二
六
か
所

・
橋
梁
小
野
原
橋
他
六
か
所
合
計
五
七
か
所

こ
う
し
た
復
旧
事
業
の
ほ
か
、
床
上
浸
水
し
た
被

災
世
帯
に
対
し
、
長
野
県
か
ら
見
舞
金
が
、
ま
た
村

の
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
同
募
金
会
か
ら
も
、
被
害

の
程
度
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
見
舞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
併
せ
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら
は
被
災
世
帯

に
対
し
、
救
急
用
品
セ
ッ
ト
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

項　目 

住家への浸水 

耕地関係 

農作物関係 

林業関係 

土木関係 

水道関係 

商工関係 

開　田　村 

（178世帯677人） 175棟 

　76,700万円 156件 

8,164万円 

66,955万円 177件 

351,580万円 253件 

1,861万円 2件 

150万円 

505,410万円 

6件 

木曽郡下全体 

578棟 

　209,200万円 691件 

16,700万円 

366,025万円 933件 

1,261,705万円 911件 

7,517万円 25件 

47,344万円 

1,925,401万円 

105件 

被害総額（住宅を除く） 

被害状況

■
参
考
文
献

『
開
田
村
村
誌
』

上
・
下
巻
昭
和
五
五
年
開
田
村

『
広
報
か
い
だ
』

昭
和
五
八
年
一
二
月
二
三
日
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の
ス
レ
ン
ダ
ー
な
姿
は
、
一
枚
の
ポ
ー
ト
レ
ト
の
よ
う
。

ず
ん
ぐ
り
と
し
た
体
、
太
く
て
短
い
足
…
。
そ
ん
な
木

曽
馬
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
こ
へ
や
ら
。
確
か
に
ア
ラ
ブ
や

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
よ
り
一
回
り
も
二
回
り
も
小
さ
く
、
足

も
短
い
の
が
木
曽
馬
の
特
徴
で
す
。
と
は
い
え
、
雄
大

な
御
嶽
山
に
も
負
け
な
い
ほ
ど
の
り
り
し
さ
は
、
人
に

代
わ
っ
て
田
を
耕
し
雪
を
踏
み
分
け
た
強
靭
な
体
力

ゆ
え
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
木
曽
馬
の
ベ
ス
ト
・
シ
ョ

ッ
ト
を
と
る
べ
く
カ
メ
ラ
と
格
闘
し
て
い
る
と
、
木
曽

馬
の
里
の
ス
タ
ッ
フ
、
古
田
奈
緒
子
さ
ん
が
話
し
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。

「
木
曽
馬
は
と
て
も
温
厚
で
、
優
し
い
馬
で
す
。
平

均
体
高
は
一
三
三
㎝
で
す
か
ら
、
乗
馬
を
さ
れ
て
も

高
さ
の
威
圧
感
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
と
て
も
賢
く
て
、
餌
の
時
間
は
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ

て
い
る
み
た
い
。
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
の
足
音
を
聞
き
つ
け

て
、
走
り
よ
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
さ
わ
っ
て
も
大
丈

夫
。
人
な
つっ
こ
く
て
可
愛
い
で
す
よ
」

古
田
さ
ん
の
言
葉
に
背
中
を
お
さ
れ
、
お
そ
る
お

そ
る
手
を
差
し
の
べ
て
み
る
と
、
子
馬
が
甘
え
た
仕
草

で
頬
ず
り
し
て
く
れ
ま
し
た
。

農
耕
馬
と
し
て
、
厳
し
い
労
働
に
耐
え
て
き
た
木

曽
馬
は
、
厳
し
い
山
の
自
然
環
境
下
で
生
活
す
る
開

田
村
の
人
々
に
と
っ
て
生
き
る
糧
そ
の
も
の
で
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
家
族
同
様
に
大
切
に
育
て
て
き
た
よ
う

で
、
住
居
も
人
間
と
同
じ
家
の
中
。
屋
内
で
も
南
側

や
東
側
の
一
番
よ
い
場
所
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

子
馬
が
生
ま
れ
れ
ば
、
人
間
の
赤
ん
坊
と
同
じ
よ
う

に
赤
飯
を
炊
い
て
祝
い
、
馬
市
へ
出
荷
す
る
時
は
、
飼

主
と
馬
が
泣
い
て
別
れ
る
な
ど
、
馬
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
。
木
曽
馬
が
こ

ん
な
に
も
人
な
つっ
こ
い
の
は
、
惜
し
み
な
い
愛
情
が
注

が
れ
て
き
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
ひ
づ
め
は
堅
く
、

蹄
鉄
を
う
つ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
丈
夫
で
安
定
性

の
あ
る
足
な
の
で
、
急
な
坂
道
を
駆
け
上
が
っ
た
り
す

る
の
が
上
手
な
馬
で
す
。
鞭
も
罵
声
も
知
ら
な
い
木

曽
馬
は
、
人
の
言
葉
を
よ
く
理
解
し
調
教
し
や
す
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

県
宝
山
下
家
住
宅

長
い
首
を
の
ば
せ
ば
囲
炉
裏
に
届
く
よ
う
な
馬
と

人
間
の
同
居
生
活
。
家
族
と
同
じ
木
曽
馬
だ
か
ら
、

病
気
と
な
れ
ば
一
大
事
。
藁
を
厚
く
敷
き
、
そ
の
上

に
毛
布
を
広
げ
人
間
が
添
い
寝
し
て
、
手
厚
く
看
病

し
た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
馬
の
病
気
の
時
に
活
躍
し

た
の
が
、
山
下
家
で
す
。

山
下
家
は
江
戸
中
期
よ
り
大
正
初
期
に
至
る
ま

で
、
木
曽
馬
盛
衰
の
歴
史
を
刻
ん
だ
大
馬
主
。
ま
た
、

伯
楽
と
称
す
る
馬
医
者
を
兼
ね
た
木
曽
地
方
の
豪
家

で
し
た
。
し
か
し
、
大
正
・
昭
和
の
農
村
不
況
と
木
曽

馬
の
凋
落
と
と
も
に
没
落
し
、
残
さ
れ
た
居
宅
が
、
平

成
六
年
、
古
民
家
研
究
家
の
権
威
で
工
学
博
士
の
大

川
直
躬
氏
の
鑑
定
を
受
け
、
長
野
県
教
育
委
員
会
が

県
宝
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
山
下
家
の
祖
先
は
、
飛
騨

国
主
金
森
頼
直
の
馬
奉
行
に
仕
え
て
い
ま
し
た
が
、
金

森
氏
の
出
羽
国
へ
の
移
封
に
伴
い
、
こ
こ
西
野
村
へ
。
そ

の
時
馬
奉
行
か
ら
賜
っ
た
の
が
主
家
相
伝
の
馬
医
書
。

慶
安
四
年（
一
六
五
一
）に
編
纂
さ
れ
た
馬
医
書
は
、

漢
方
薬
調
合
器
具
な
ど
と
と
も
に
現
在
も
残
さ
れ
て

お
り
、
当
時
を
知
る
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

丸
山
の
馬
頭
観
音

開
田
村
に
は
千
二
百
を
越
え
る
馬
頭
観
音
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
野
辺
の

馬
頭
観
音
の
石
碑
は
、

い
わ
ば
馬
の
墓
石
で
す
。

大
切
に
飼
育
し
た
馬
が

病
気
や
怪
我
な
ど
で
死

ん
で
し
ま
う
と
、
遺
体
を
定
め
ら
れ
た
馬
墓
地
に
運

び
、て
い
ね
い
に
埋
葬
す
る
。
そ
の
霊
を
弔
う
た
め
に

建
て
ら
れ
た
の
が
馬
頭
観
音
で
す
。

末
川
集
落
の
北
東
、
丸
山
と
呼
ば
れ
る
小
丘
の
山

頂
に
は
、
享
保
一
六
年（
一
七
三
一
）建
立
の
馬
頭
観

音
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
丸
山
の
馬
頭
観
音
は
、

大
桑
村
の
岩
出
観
音
・
日
義
村
の
渡
沢
観
音
と
と
も

に
木
曽
三
大
馬
頭
観
音
の
一
つ
。
村
の
伝
承
に
よ
れ

ば
、
昔
、
丸
山
の
麓
に

鉱
泉
が
あ
り
、
木
曽
義

仲
の
家
臣
が
落
ち
延
び

て
、
そ
こ
に
薬
師
堂
を

建
て
本
尊
と
し
て
祀
っ

た
も
の
を
、
後
に
馬
の

安
全
祈
願
の
観
音
さ
ま

と
し
て
、
山
の
頂
上
に

移
し
て
安
置
し
た
と
言

緑
の
高
原
で
ゆ
っ
た
り
と
草
を
食
む
木
曽
馬
た
ち
。

牧
場
の
向
こ
う
に
は
、御
嶽
山
が
雄
大
な
姿
を
み
せ
る
。

厳
し
さ
も
美
し
さ
も
背
中
合
わ
せ
の
自
然
だ
か
ら
こ
そ
、

心
温
ま
る
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

野
辺
の
石
地
蔵
さ
ま
は
、

今
日
も
道
行
く
人
々
を
静
か
に
見
守
っ
て
い
る
。

神
々
が
宿
る
山

木
曽
福
島
か
ら
国
道
三
六
一
号
を
走
り
、
新
地
蔵

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
そ
こ
は
開
田
村
で
す
。
人
の

前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
峠
と
い
う
難
所
も
、
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
に
よ
り
わ
ず
か
二
〜
三
分
と
い
う
手
軽
さ
で
、

秘
境
と
呼
ば
れ
た
開
田
村
へ
。
う
っ
す
ら
と
初
雪
を

い
た
だ
い
た
御
嶽
山
を
間
近
に
な
が
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
息
を
呑
む
ほ
ど
の
神
々
し
さ
は
、
ま
さ
に
霊

峰
。
覚
明
行
者
が
生
涯
を
賭
し
て
庶
民
へ
信
仰
の
道

を
切
り
開
い
た
の
も
、
自
然
だ
け
が
も
つ
孤
高
の
尊

厳
に
少
し
で
も
近
づ
き
た
い
と
願
っ
た
か
ら
な
の
で
し

ょ
う
か
。
雲
の
影
を
抱
い
た
山
並
み
は
凛
と
し
て
美

し
く
、
白
さ
が
際
立
つ
白
樺
は
、
自
然
の
息
吹
を
静
か

に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

木
曽
馬
の
里

御
嶽
山
の
山
麓
。
そ
の
緑
の
大
地
に
広
が
る「
木
曽

馬
の
里
」は
乗
馬
も
体
験
で
き
る
木
曽
馬
の
牧
場
で

す
。
親
子
連
れ
の
馬
た
ち
が
の
ど
か
に
草
を
食
ん
で
い

ま
し
た
。

つ
や
や
か
な
た
て
が
み
、
ひ
き
し
ま
っ
た
体
躯
。
そ

木曽馬の里

木曽馬の里スタッフ・古田奈緒子さん

山下家に伝わる馬医書

県宝　山下家住宅

丸山馬頭観世音菩薩像

丸山観音の観音堂
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わ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
ひ
っ
そ
り
た
た
ず
む
観
音
さ

ま
で
す
が
、
往
時
に
は
中
津
川
方
面
か
ら
も
参
拝
客

が
訪
れ
、
賑
や
か
な
祭
り
も
催
さ
れ
た
て
い
た
よ
う
で

す
。
ま
た
、
子
馬
が
生
ま
れ
る
と
必
ず
お
参
り
を
し

て
鐘
を
鳴
ら
し
た
た
め
、
春
先
は
毎
日
の
よ
う
に
、
馬

の
安
全
や
健
康
を
願
う
鐘
が
鳴
り
響
い
て
い
た
よ
う

で
す
。
そ
の
繁
栄
ぶ
り
を
物
語
る
か
の
よ
う
に
、
絵
馬

堂
に
は
実
物
大
に
近
い
鋳
物
の
馬
像
や
数
多
く
の
絵

馬
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
次
郎
地
蔵
の
伝
説

馬
頭
観
音
さ
ま
が
馬
の
歴
史
を
刻
む
石
碑
な
ら
西

野
の
森
に
ポ
ツ
ン
と

た
た
ず
む
平
次
郎
地

蔵
は
、
村
の
悲
し
い

歴
史
を
語
り
継
ぐ
お

地
蔵
さ
ま
で
す
。
江

戸
時
代
の
こ
と
、
開

田
村
の
人
々
は
尾
張

藩
の
厳
し
い
規
則
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
豊
富
な
森

林
資
源
を
守
る
た
め
、
尾
張
藩
は
ほ
と
ん
ど
の
山
を

藩
の
所
有
に
し
た
他
、
山
の
民
の
農
業
の
方
法
で
あ
る

野
焼
き
を
禁
止
し
て
い
ま
し
た
。
野
焼
き
で
森
林
が

類
焼
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
で
す
。
と
こ
ろ
が
あ
る

日
、
野
焼
き
が
尾
張
藩
の
山
ま
で
燃
え
広
が
り
、
大

騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、「
わ
し
が
申
し
開
き

を
し
ま
し
ょ
う
」と
進
み
で
た
の
が
、
日
頃
無
口
な
平

次
郎
で
し
た
。
翌
日
、
平
次
郎
は
尾
張
藩
の
役
人
の

前
に
出
て
、
あ
の
火
事
は
檜
の
枝
が
繁
り
す
ぎ
て
自

然
に
火
が
出
た
も
の
だ
と
申
し
開
き
し
た
上
、
実
際

に
檜
の
枝
を
使
っ
て
火
を
出
し
て
み
せ
ま
し
た
。
驚
い

た
役
人
た
ち
は「
こ
の
バ
テ
レ
ン
め
」と
、
ひ
ど
く
怒
鳴

り
つ
け
た
上
、
数
日
後
打
ち
首
に
し
ま
し
た
。
火
が

出
た
の
は
妖
術
を
使
う
バ
テ
レ
ン
に
ち
が
い
な
い
と
の

裁
き
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、こ
の
山
火
事
事
件

の
犠
牲
者
は
平
次
郎
一
人
。
お
か
げ
で
村
人
も
庄
屋

も
難
を
逃
れ
ま
し
た
。
そ
の
数
年
後
、
庄
屋
の
発
起

で
、
平
次
郎
を
供
養
す
る
た
め
に
道
標
を
装
っ
た
お
地

蔵
さ
ま
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
西
野
下
の

原
、
覚
明
堂
の
隣
に
祀
ら
れ
て
い
る
平
次
郎
地
蔵
で

す
。
地
蔵
に
姿
を
変
え
た
平
次
郎
は
、
今
で
は
道
中

安
全
の
道
標
と
し
て
人
々
を
静
か
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。

開
田
そ
ば
を
味
わ
お
う
！！

夏
で
も
朝
夕
に
は
霧
が
立
ち
、
昼
夜
の
気
温
差
が

大
き
い
土
地
柄
が
、
そ
ば
の
味
を
磨
い
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
れ
は
、
米
作
り
に
不
向
き
な
山
間
地
に
暮
ら

し
て
き
た
人
々
の
生
活
の
智
恵
。
生
育
期
間
が
七
五

日
と
短
い
た
め
、
開
田
で
は
昔
か
ら
盛
ん
に
作
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

そ
ば
の
花
が
咲
く
の
は
、
八
月
中
旬
か
ら
九
月
初

旬
に
か
け
て
。
白
く
小
さ
な
花
が
た
く
さ
ん
集
ま
る

と
、
ま
る
で
雪
が
つ
も
っ
た
か
の
よ
う
に
み
え
ま
す
。
開

田
高
原
に
初
霜
が
降
り
る
頃
、
そ
ば
畑
に
そ
ば
の
実

が
実
り
、
御
嶽
山
に
初
雪
が
降
る
頃
、
そ
ば
の
収
穫

は
す
べ
て
終
わ
り
ま
す
。

秋
、
刈
り
取
ら
れ
た
そ
ば
は
束
ね
ら
れ
、
支
え
ら

れ
る
よ
う
に
立
て
ら
れ
ま
す
。
そ
の
上
に
雨
な
ど
を
よ

け
る
た
め
、
帽
子
の
よ
う
に
そ
ば
の
束
を
か
ぶ
せ
ま
す
。

こ
れ
が
そ
ば
立
て
と
呼
ば
れ
る
、
開
田
の
秋
の
風
物

詩
。
戦
国
時
代
、
開

田
に
攻
め
込
ん
だ
武

田
軍
が
こ
の
そ
ば
立

て
を
兵
士
の
姿
に
見

間
違
え
、
そ
の
余
り

の
多
さ
に
驚
い
て
一

目
散
に
逃
げ
帰
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
一
度
お
い
で
よ
開

田
の
里
へ
。
娘
が
自
慢

の
手
打
ち
そ
ば
」。
昔

は
、
そ
ば
を
打
て
な
い

と
嫁
に
も
い
け
な

い
と
い
わ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ほ
ど
、
そ

ば
は
食
生
活
の
要

で
あ
っ
た
と
い
え
ま

す
。こ

う
し
た
風

土
・
風
習
に
よ
っ
て

育
ま
れ
た
そ
ば
は
、

ま
さ
に
味
の
芸
術

品
。
晩
秋
か
ら
初

冬
の
新
そ
ば
の
季

節
に
な
る
と
、
全

国
の
そ
ば
通
で
、
開
田
の
そ

ば
屋
は
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る

と
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
店
で
食

べ
比
べ
て
み
る
の
も
よ
し
、
木
曽
馬
の
里
に
あ
る「
そ

ば
道
楽
体
験
道
場
」で
そ
ば
体
験
す
る
の
も
よ
し
。
は

た
ま
た
、
そ
ば
工
場
を
見
学
す
る
の
も
よ
し
。
開
田
で

し
か
味
わ
え
な
い
そ
ば
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
。

そ
の
深
い
味
わ
い
は
、
旅
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
よ
り
味
わ
い

深
い
も
の
に
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

開・田・村・の・歳・時・記
◆ 開 田 高 原 そ ば 祭 り ◆

10月第1日曜日
開田村の「収穫の秋」

を彩る一大イベント。村
民、観光客の別なく、集
まった人々に採れたての
そばが振る舞われます。
また、そば食い競走では、
最高記録45杯にチャレン
ジする人たちで盛り上が
り、郷土芸能や農林産物
の販売など、開田村の自
然と伝統文化を満喫でき
る1日間です。

木曽御嶽 木曽御嶽 

至
名
古
屋

至
名
古
屋 

至塩尻・松本 

至高山 

至
名
古
屋 

山下本家 

考古学 
博物館 

西野 
稗田の碑 

自然探勝園 

長峰峠 

地蔵峠 

開田村役場 

 

木曽馬牧場 

丸山観音 

末川 
稗田の碑 

展望台 

把ノ沢 
稗田の碑 

山下本家 平次郎地蔵 平次郎地蔵 

考古学 
博物館 

西野 
稗田の碑 

水芭蕉 
群生地 
水芭蕉 
群生地 

自然探勝園 

長峰峠 

御嶽明神温泉 
やまゆり荘 
御嶽明神温泉 
やまゆり荘 

地蔵峠 

開田村役場 

 

木曽馬牧場 

丸山観音 

新地蔵トンネル 新地蔵トンネル 

至塩尻・松本 

至高山 

末川 
稗田の碑 

展望台 

きそふくしま 
中央本線 
中央本線 

把ノ沢 
稗田の碑 

361

●お問い合せ● 

◆開田村 
　〒397-0300　長野県木曽郡開田村役場 ＴＥＬ0264-42-3331

●交通のご案内● 

◆名古屋方面からお車をご利用の方 

◆名古屋方面から公共交通機関をご利用の方 

名古屋 
東名高速道路 

バス 
（約40分） 

国道19号 国道361号 
中津川IC 木曽福島 

名古屋駅 木曽福島 
JR 

中央西線（約1時間25分） 

開
田
村 

開田高原の特産物

すんき

開田の天然水

開田でとれた新鮮なカブの茎を、乳酸菌だけで発酵さ
せた酸味のある漬物。長野県味の文化財に指定されてい
ます。11月から３月の旬の季節に
なると、そば屋などで名物
「すんきそば」として味
わうことのできる珍味
です。

農民が冬の農閑期に編み上げたわら細工。中でも
馬細工は縁起物として喜ばれる逸品です。開田高原の
白樺で作られ
た工芸品には
木の温もりが感
じられ、心安ら
ぐお土産として
人気を集めて
います。

御嶽山の懐に400年も
の間抱かれた雪解け水を、
標高1,600ｍで採水。胃
腸にも肌にもやさしい超軟
水なので、赤ちゃんからお
年寄りまで安心して飲める
天然水です。

平次郎地蔵菩薩像

そば道場

村営そば工場
ざるそば

わら細工
白樺工芸品
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第 一 編  
古
代
か
ら
脚
光
を
浴
び
た
木
曽
山

山
深
く
谷
の
険
し
い
木
曽
山
は
、
日
本
有
数
の
美

林
地
帯
で
す
。
木
曽
山
の
豊
か
な
森
林
資
源
は
古
代

か
ら
注
目
さ
れ
、
天
平
一
七
年（
七
四
五
）の
正
倉
院

文
書
の
う
ち
木
工
寮
解
に
は「
飛
騨
匠
州
八
人
」と
記

さ
れ
て
お
り
、
飛
騨
か
ら
木
曽
一
帯
の
森
林
資
源
と

木
工
職
人
達
の
存
在
が
中
央
に
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
伊
勢
神
宮
の
遷
宮
用
材
も
早
く

か
ら
木
曽
材
を
利
用
し
た
よ
う
で
す
が
古
い
記
録
は

な
く
、
鎌
倉
時
代
の
弘
安
八
年（
一
二
八
五
）に
、
初

め
て
木
曽
材
を
伊
勢
に
運
ん
だ
記
録
が
あ
り
ま
す
。

木
曽
材
の
輸
送
に
つ
い
て
は
、
尾
張
藩
が
木
曽
山
を

完
全
に
掌
握
す
る
前
ま
で
は
、
記
録
に
よ
れ
ば
、
一
一

世
紀
か
ら
一
六
世
紀
ま
で
、
川
下
げ
材
は
美
濃
の
墨

俣
で
陸
揚
げ
さ
れ
、
そ
の
後
陸
上
輸
送
さ
れ
た
あ
と
、

琵
琶
湖
上
は
舟
運
で
大
津
ま
で
、そ
こ
か
ら
は
畿
内
各

地
の
需
要
地
へ
、
陸
送
あ
る
い
は
宇
治
川
を
舟
運
で
運

ば
れ
ま
し
た
。
し
か
し
多
く
を
人
力
に
よ
る
時
代
の
こ

と
。い
ず
れ
に
し
ろ
木
材
の
輸
送
は
容
易
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
山
道
の
迂
回
路
と
し
て

整
備
さ
れ
た
吉
蘇
路

豊
富
な
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
な
が
ら
も
、
山
深
く

谷
の
険
し
い
木
曽
は
、
稲
作
に
は
不
向
き
な
地
で
し
た
。

そ
の
木
曽
に
人
々
が
住
み
着
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
和

銅
六
年（
七
一
三
）の
、
吉
蘇
路
の
開
通
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
別
名
、
和
銅
古
道
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
街
道
は
、

都
と
東
国
を
結
ぶ
官
道
・
東
山
道
の
迂
回
路
と
し
て
整

備
さ
れ
た
も
の
。
東
山
道
一
番
の
難
所
神
坂
越
え（
中

津
川
市
）を
避
け
る
た
め
、
木
曽
谷
を
縦
貫
し
て
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
古
代
人
に
と
っ
て
は
ほ
と
ん
ど

街
道
は
生
活
の
中
で
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
街
道
の
他
、

国
家
の
大
き
な
目
的
の
も
と
に
計
画
的
に
造
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

東
西
の
回
廊
と
も
い
う
べ
き
中
部
地
方
に
も
、

古
来
よ
り
多
く
の
街
道
が
発
達
。

も
う
一
つ
の
大
動
脈
、木
曽
三
川
と
い
う
交
通
路
と
交
わ
る
こ
と
で
、

そ
の
機
能
を
複
合
的
に
強
化
し
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
川
と
街
道
を
テ
ー
マ
に
シ
リ
ー
ズ
で
展
開
。

今
回
は
、木
曽
山
の
玄
関
と
し
て
古
く
か
ら
発
達
し
た

南
木
曽
町
・
妻
籠
宿
を
中
心
に
、川
と
街
道
の
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

時
代
の
要
請
と
と
も
に
生
ま
れ
、

成
長
し
、そ
し
て

衰
退
し
て
き
た
街
道

と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

尾
張
藩
に
よ
る

木
曽
山
・
木
曽
川
の
一
元
支
配

こ
の
よ
う
に
豊
富
な
木
曽
の
美
林
が
真
に
そ
の
価
値

を
高
め
た
の
は
、
伐
木
と
木
曽
川
を
利
用
し
た
運
材
の

技
法
が
確
立
さ
れ
た
戦
国
末
期
以
降
の
こ
と
。
織
豊

政
権
の
成
立
に
よ
っ
て
輸
送
路
と
し
て
の
木
曽
川
が
一

貫
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
伊
勢

か
ら
杣（
木
こ
り
）や
日
用
が
ま
ず
木
曽
南
部
の
湯
船

沢
や
田
立
に
入
り
、
伊
勢
神
宮
用
材
を
盛
ん
に
伐
採

し
始
め
ま
し
た
。
南
木
曽
町
に
残
さ
れ
た「
伊
勢
小
屋

沢
」や「
伊
勢
山
」と
い
う
地
名
は
、
伊
勢
神
宮
と
の
つ

な
が
り
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
彼
ら
の
技
術
を
元

に
木
曽
式
伐
木
運
材
法
を
確
立
。
豊
臣
秀
吉
は
大
坂

城
築
城
や
聚
楽
第
、
方
広
寺
大
仏
殿
な
ど
の
造
営
に

木
曽
材
を
使
用
、
関
ケ
原
の
戦
い
に
勝
利
し
た
徳
川
家

康
は
木
曽
を
直
轄
領
と
し
、
城
下
町
や
城
郭
の
建
設

に
木
曽
材
を
大
い
に
利
用
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
坂

夏
の
陣
に
よ
っ
て
豊
臣
氏
が
滅
び
た
元
和
元
年（
一
六

一
五
）、
家
康
は
木
曽
を
九
男
義
直
に
与
え
、
以
後
木

曽
は
尾
張
藩
領
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
か
ら
、
木
曽
山
・
木
曽
川
は
尾
張
藩
に
よ
る

一
元
支
配
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
尾

張
藩
の
家
老
で
犬
山
城
主
の
成
瀬
隼
人
正
が
、
名
古

屋
に
立
ち
寄
っ
た
徳
川
家
康
に「
木
曽
の
山
と
川
と
も

に
拝
領
、
ま
こ
と
に
有
り
難
く
」と
御
礼
を
申
し
上
げ

た
こ
と
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
木
曽
山

を
も
ら
っ
て
も
木
材
を
運
び
出
す
木
曽
川
が
必
要
だ

と
知
っ
て
い
た
家
老
成
瀬
の
機
転
。
家
康
は
当
初
木
曽

山
の
み
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
が
、こ
の
一
言
が
木

曽
の
山
と
木
曽
川
を
と
も
に
尾
張
藩
領
と
す
る
動
機

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

戦
国
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
建
築
ラ
ッ

シ
ュの
時
代
、
木
曽
材
は
建
築
用
材
と
し
て
大
き
な
比

重
を
占
め
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
半
世
紀
の
間
に
田
立
を

手
始
め
に
王
滝
の
奥
ま
で
伐
り
尽
く
す
と
い
う
乱
伐

の
結
果
、
木
曽
の
山
々
の
荒
廃
は
激
し
く
な
り
、
尾
張

藩
は
木
曽
材
の
伐
採
を
制
限
す
る
制
度
を
次
々
と
制

定
し
て
い
ま
す
。

無
人
の
山
深
い
吉
蘇
路
を
行
く
よ
り
も
、
険
阻
で
危

険
で
あ
っ
て
も
、
神
坂
峠
さ
え
我
慢
す
れ
ば
、
人
家
の

多
い
東
山
道
の
方
が
安
心
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。
多
大

な
経
費
と
労
力
を
費
や
し
て
整
備
し
た
も
の
の
、
街
道

の
安
全
性
や
駅
の
機
能
を
維
持
す
る
だ
け
の
人
口
が

伴
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
利
用
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
原

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
む
し
ろ
木
曽
は
、
和
銅
六
年
に

吉
蘇
路
が
通
じ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
徐
々
に
開
発

の
手
が
入
り
、
人
口
も
増
加
し
て
いっ
た
よ
う
で
す
。
そ

し
て
約
一
世
紀
半
後
の
貞
観
年
中（
八
五
九
〜
八
七

七
）に
、
木
曽
の
所
属
を
め
ぐ
る
紛
争
が
発
生
し
て
い

ま
す
が
、こ
れ
は
開
発
の
結
果
、
木
曽
の
価
値
が
高
ま

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
所
三
男
氏
は
、

こ
の
点
に
つ
き
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
〜
吉
蘇
路
の
開
発
に
始
ま
っ
て
元
慶
三
年（
八
七

九
）に
終
止
符
を
打
た
れ
る
信
美
両
国
の
境
界
争
議

は
、
信
濃
側
か
ら
要
求
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
自
明
で
あ
る
が
、
そ
の
要
求
な
る
も
の
は
、
必
ず

し
も
領
土
侵
略
的
な
意
図
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、そ

れ
よ
り
も
和
銅
に
開
け
た
吉
蘇
路
を
触
媒
と
し
て
の

森
林
資
源
確
保
意
欲
、つ
ま
り
、
木
曽
の
檜
美
林
を
信

濃
の
国
の
も
の
と
す
る
欲
求
が
強
か
っ
た
と
み
な
く
て

は
な
ら
な
い
〜
」

木
曽
の
価
値
は
檜
美
林
に
あ
る
こ
と
は
無
論
で
す

が
、
耕
地
も
ま
た
、
木
曽
路
を
通
っ
て
流
入
し
て
き
た

人
々
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
平
安
後

期
に
は
大
吉
祖
荘
な
ど
の
荘
園
が
成
立
。
木
曽
山
を

縦
貫
す
る
吉
蘇
路
は
、
納
税
の
道
と
し
て
、
ま
た
榑
・

土
居
な
ど
に
加
工
さ
れ
た
白
木
を
馬
で
搬
出
す
る
道
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尾
張
藩
に
よ
る
厳
し
い

木
曽
川
管
理
体
制

尾
張
藩
は
、
木
曽
山
各
所
に
留
山（
入
山
を
禁
止

し
た
山)

を
設
定
し
、
木
材
伐
採
を
禁
止
し
た
こ
と
を

は
じ
め
、
木
曽
山
に
は
上
松
に
材
木
役
所
を
、
木
曽
川

の
各
所
に
は
川
並
番
所
を
設
け
、
盗
木
な
ど
を
厳
し

く
監
視
し
ま
し
た
。
一
方
、
木
曽
式
伐
木
運
材
法
に

よ
り
木
曽
川
を
流
下
さ
せ
る
木
曽
材
も
厳
し
く
監
視
。

洪
水
に
よ
り
流
出
し
た
木
材
の
見
張
り
は
、
木
曽
川

沿
岸
の
村
々
に
当
た
ら
せ
て
い
た
よ
う
で
、
妻
籠
村
の

場
合
、
木
曽
川
に
つ
い
て
は
三
留
野
村
と
の
境
の
渡
島

出
来
石
か
ら
山
口
村
と
の
境
の
犬
帰
り
ま
で
を
担
当
。

大
水
が
出
る
度
に
木
材
を
岸
に
引
き
揚
げ
て
、そ
の
本

数
を
役
所
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
労
役
は
村
々
に
と
っ
て
相
当
な
負
担
。
ま
た
洪
水

が
予
想
さ
れ
る
と
、
川
を
下
る
木
材
は
予
め
土
場
等

に
掲
げ
て
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
す
が
、
時
と

し
て
予
想
以
上
の
出
水
で
岸
に
揚
げ
た
材
木
が
流
さ

れ
た
時
な
ど
、
そ
の
対
応
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。

日
本
で
も
有
数
の
木
曽
の
檜
美
林
は
、
木
曽
川
を

利
用
し
た
搬
出
方
法
で
全
国
的
に
そ
の
名
を
高
め
、
地

場
産
業
と
し
て
大
い
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の

半
面
、
木
曽
で
生
活

す
る
人
々
に
と
っ
て
は
、

厳
し
過
ぎ
る
規
制
と

過
酷
な
労
役
が
生
活

を
逼
迫
す
る
原
因
に
。

他
に
比
肩
す
べ
く
も

な
い
素
晴
ら
し
い
資
源

を
有
し
て
い
た
こ
と
が
、

逆
に
こ
の
よ
う
な
理
不

尽
な
規
制
に
も
つ
な
が

っ
て
いっ
た
の
で
し
た
。

木
曽
路
と
白
木
改
番
所

木
曽
川
が
木
曽
材
を
流
下
さ
せ
て
い
た
水
路
な
ら
、

榑
や
土
居
な
ど
を
搬
出
し
て
い
た
陸
路
が
中
山
道
で

す
。
こ
れ
は
東
海
道
と
と
も
に
五
街
道
と
し
て
江
戸
初

期
に
制
定
さ
れ
た
街
道
で
す
が
、
そ
の
前
身
は
東
山

道
。
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
畿
内
と
東
国
を
結
ぶ

■
参
考
文
献

『
南
木
曽
町
誌
』

通
史
編
昭
和
五
七
年
南
木
曽
町

『
木
曽
三
川
流
域
誌
』
平
成
四
年
建
設
省

『
広
報
な
ぎ
そ
』
南
木
曽
町

『
南
木
曽
の
歴
史
〜
歴
史
資
料
館
展
示
図
録
』

平
成
八
年
南
木
曽
町
博
物
館

『
木
曽
ー
歴
史
・
文
学
・
地
誌
』

著
者
川
崎
敏
昭
和
四
八
年
木
耳
社

『
木
曽
山
と
住
民
』

南
木
曽
町
博
物
館
館
長
遠
山
高
志
著

重
要
な
街
道
で
し
た
。

木
曽
山
一
帯
も
中

山
道
が
開
か
れ
て
木

曽
一
一
宿
が
整
備
さ

れ
、こ
の
間
を
木
曽
路

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

木
曽
路
は
「
大
名
街

道
」と
か「
緋
の
道
」と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、そ
れ
は
尾
張
藩
主

が
参
勤
交
代
に
際
し
て
、
多
く
こ
の
道
を
通
行
し
た
た

め
。
木
曽
が
尾
張
藩
の
支
配
地
で
あ
る
こ
と
や
、
東
海

道
の
よ
う
に
洪
水
に
よ
る
川
止
め
が
な
か
っ
た
こ
と
が

大
き
な
理
由
で
し
た
。

こ
の
木
曽
路
に
設
け
ら
れ
た
の
が
白
木
改
番
所
で

す
。
こ
れ
は
榑
・
土
居
な
ど
の
半
製
品
を
監
視
す
る
た

め
の
関
所
で
、
木
曽
一
一
宿
内
の
妻
籠
宿
に
は
、
一
石

栃
白
木
改
番
所
を
設
置
。
尾
張
藩
の
刻
印
の
な
い
も

の
は
小
枝
一
本
、
通
さ
せ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
の
民
に
と
っ
て
、
山

の
資
源
は
大
切
な
糧
。

高
野
槇
と
い
う
樹
木

の
皮
で
あ
る
槇
皮
は
、

火
縄
銃
の
火
縄
に
使

わ
れ
る
貴
重
品
で
し
た

が
、
尾
張
藩
が
禁
止

木
に
指
定
し
て
い
た
た

め
、
山
の
民
は
苦
境
に

追
い
込
ま
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。中

山
道
の
迂
回
路
と
し
て

整
備
さ
れ
た
与
川
道

多
く
の
大
名
が
往
き
来
し
、
そ
し
て
木
材
製
品
が

運
ば
れ
た
中
山
道
で
し
た
が
、
深
き
山
を
貫
く
木
曽

路
の
こ
と
。
木
曽
八
景
と
呼
ば
れ
る
自
然
の
美
し
さ
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
三
留
野
と
野
尻
の
間
の
羅
天
は
、

山
が
木
曽
川
に
垂
直
に
落
ち
こ
む
よ
う
な
難
所
。
こ

う
し
た
連
続
す
る
難
所
の
中
で
、
旅
人
が
し
ば
し
の
休

息
を
と
っ
た
の
が
、
妻
籠
宿
近
く
の
男
滝
・
女
滝
。
木
曽

に
街
道
が
で
き
て
以
来
、
旅
人
に
名
所
と
し
て
親
し
ま

れ
、
吉
川
英
治
著「
宮
本

武
蔵
」の
舞
台
と
し
て
も
と

り
あ
げ
ら
れ
た
所
で
す
。

こ
の
木
曽
路
も
、
災
害
が

通
行
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
、
南
木
曽
一

帯
の
山
々
は
急
峻
で
あ
っ
た

た
め
、い
っ
た
ん
大
雨
が
降

る
と
、
蛇
抜
け
と
呼
ば
れ

る
山
津
波
を
引
き
起
こ
し

て
い
た
か
ら
で
す
。
こ
う
し

た
蛇
抜
け
災
害
を
回
避
す

る
た
め
の
迂
回
路
と
し
て

整
備
さ
れ
た
の
が
与
川
道
。

三
留
野
と
野
尻
の
間
を
つ

な
ぐ
道
で
し
た
。
江
戸
時

代
を
通
じ
て
六
人
の
姫
君
が
京
都
か
ら
江
戸
へ
降
嫁

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
享
保
一
六
年（
一
七
三

一
）の
比
宮（
な
み
の
み
や
）と
、
文
化
元
年（
一
八
〇
四
）

の
楽
宮（
さ
き
の
み
や
）の
二
人
ま
で
が
与
川
道
を
通
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
度
の
高
さ
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

天
保
の
蛇
抜
け
被
害
は
、

南
木
曽
最
大
級

せ
っ
か
く
整
備
さ
れ
た
与
川
道
も
、
蛇
抜
け
に
よ
り

多
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
時
に
天
保
一
五

年（
一
八
四
四
）、
与
川
村
下
山
の
中
沢
で
大
規
模
な

蛇
抜
け
が
発
生
。
一
瞬
に
し
て
日
用
杣
小
屋
を
呑
み

込
み
ま
し
た
。
死
者
は
九
九
名（
明
確
な
者
の
み
で
、

こ
れ
以
外
に
も
相
当
な
死
者
が
出
た
と
思
わ
れ
る
）。

こ
れ
ほ
ど
の
犠
牲
を
だ
し
た
蛇
抜
け
は
、お
そ
ら
く
南

木
曽
災
害
史
上
最
大
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
時
の
模
様
は
、
島
崎
藤
村
の「
夜
明
け
前
」の
資

料
と
も
な
っ
た「
大
黒
屋
日
記
」に
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
与
川
山
で
は
、
御
用
材
の
伐
採

が
行
わ
れ
て
お
り
、
多
く
の
杣
・
日
用
が
伐
木
運
材
に

従
事
。
蛇
抜
け
に
よ
っ
て
全
壊
し
た
飯
場
に
は
、
五
組

の
杣
や
日
用
一
一
二
名
が
寝
泊
ま
り
し
て
い
ま
し
た

が
、そ
の
う
ち
、
九
九
名
が
死
亡
、
七
名
が
重
軽
傷
で
、

無
事
に
脱
出
で
き
た
の
は
わ
ず
か
六
名
だ
っ
た
と
か
。

夜
中
の
出
来
事
だ
け
に
、
被
害
は
こ
と
の
ほ
か
大
き
く

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
上
松
材
木
役
所
で
は
、
死
者
の
霊

を
弔
う
た
め
に
、
石
地
蔵
の
建
立
に
と
り
か
か
り
、
開

眼
供
養
は
翌
年
の
弘
化
二
年
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
供

養
に
参
加
し
た
僧
侶
は
、
信
濃
美
濃
両
国
あ
わ
せ
て

二
一
寺
の
僧
侶
。
饅
頭
は
三
千
個
も
用
意
さ
れ
、
死

傷
者
へ
の
弔
慰
金
も
払
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
石
地
蔵
様
に
は
今
な
お
花
が
手
向
け
ら
れ
、
線

香
が
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
で
は
歴
史
の
道
と
し
て
整
備
さ
れ
る「
与
川
道
」

に
残
さ
れ
た
石
地
蔵
は
、
木
曽
山
な
ら
で
は
の
自
然
の

猛
威
を
語
り
継
ぐ
歴
史
の
証
人
で
す
。
豊
富
な
木
曽

材
の
搬
出
道
と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
た
木
曽
川
も
、

中
山
道
も
、

明
治
以
降
、

近
代
化
が
進

む
と
、
森
林

鉄
道
に
主
役

の
座
を
譲
り

渡
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

往時の面影を残す中山道

中山道妻籠宿の高札場

一石栃白木改番所跡

女滝男滝

蛇抜け被害者を弔う石地蔵 蛇抜けが発生した与川
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一
、
は
じ
め
に

こ
の
小
論
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
い
わ
ゆ
る「
木
曽

山
」を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
尾
張
藩
に
よ
る
森
林
資
源
管

理
政
策
が
、
他
の
森
林
地
域
に
玉
突
き
的
に
影
響
を

及
ぼ
し
、
新
た
な
育
林
技
術
を
生
む
契
機
に
な
っ
た
こ

藤田　佳久氏
略　歴
1940年、愛知県生まれ。
現在、愛知大学文学部教授、愛知大学大学院
長、理学博士。

専　攻
地理学、人文地理学、経済地理学、地域システ
ム論。

現在の主な研究テーマ
農山村地域の総合的研究、豊川流域の霞堤
研究、東亜同文書院と中国の地域研究、イギ
リスの緑地環境研究。

主な著書
『日本の山村』（地人書房）、『東亜同文書院・
中国大調査旅行の研究』（大明堂）ほか 木

曽
材
の
乱
伐
が
も
た
ら
し
た

林
業
地
域
の
交
代

濃
の
う
ち
太
田
の

四
里
川
上
に
錦
織

と
い
う
所
に
至
り
、

こ
の
所
に
常
に
大

綱
を
張
り
て
一
つ

も
下
へ
流
さ
ず
堰

止
む
。
こ
こ
に
て

筏
に
送
り
、
桑
名
、

熱
田
へ
下
す
。
熱

田
の
う
ち
西
の
方

に
白
鳥
と
い
う
舟

の
着
く
所
に
下

す
。
こ
の
地
に
て
商

人
買
取
り
、
諸
国

へ
売
り
遣
い
す
」

と
記
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
多
く
の
杣
人
が
春
先
に

紀
伊
や
近
江
の
山
々
か
ら
稼
ぎ
に
入
り
、
一
般
材
や

樽
材
と
し
て
生
産
し
、
木
曽
川
へ
流
し
、こ
れ
ら
流
下

材
は
、
錦
織
で
筏
に
組
ま
れ
、
下
流
の
貯
木
場
か
ら
各

地
へ
販
売
さ
れ
た
、
と
簡
潔
に
木
材
生
産
か
ら
流
通

ま
で
述
べ
、し
か
も
多
く
の
山
稼
ぎ
人
が
そ
れ
を
山
中

で
支
え
、
き
わ
め
て
活
発
な
木
曽
谷
で
あ
っ
た
こ
と
を

記
し
て
い
る
。

し
か
し
、こ
の
記
さ
れ
た
時
期
は
す
で
に
尾
張
藩
は
、

木
曽
山
の
森
林
資
源
が
枯
渇
化
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
森
林
資
源
の
管
理
を
急
速
に
厳
し
く
し
た
時
期

で
あ
っ
た
。
引
用
し
た
文
中
の
最
初
に
も
木
地
椀
や
盆

を
つ
く
る
木
が
尾
張
藩
に
よ
っ
て
禁
伐
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
多
く
の
杣
人
が
な

お
山
に
は
い
っ
て
い
た
と
い
う
記
録
は
、
そ
れ
ま
で
の
盛

況
ぶ
り
を
示
し
た
も
の
と
も
い
え
る
。

徳
川
家
康
も
ま
た
、
天
下
を
取
る
と
す
ぐ
に
木
曽

山
を
秀
吉
の
手
か
ら
自
分
の
所
領
に
し
て
い
る
。
木
曽

山
の
豊
か
で
良
質
な
森
林
資
源
を
確
保
す
る
た
め
で

あ
っ
た
。
戦
国
期
の
内
戦
が
終
る
と
、
新
た
な
幕
藩
体

制
の
下
で
城
下
町
や
在
町
、
土
木
工
事
が
一
気
に
始

ま
り
、
多
く
の
木
材
が
建
築
資
材
と
し
て
必
要
に
な
っ

た
。
木
材
価
格
は
上
昇
し
、
木
曽
山
を
手
中
に
収
め

た
家
康
は
ま
さ
に「
金
の
な
る
木
」を
自
分
の
も
の
に

し
、
経
済
的
基
盤
を
固
め
た
。
そ
し
て
そ
の
領
有
を
す

す
め
た
山
村
氏
を
木
曽
の
代
官
と
し
た
。
山
村
氏
は

家
康
か
ら
与
え
た
れ
た
素
木
六
千
駄
を
地
元
民
へ
配

分
す
る
な
ど
地
元
民
に
慕
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。

と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
林

業
史
に
お
け
る
木
曽
山
の
果
し
た
役
割
も
見
え
て
こ

よ
う
。

二
、
尾
張
藩
に
よ
る
木
曽
山
の
管
理

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
中
期
に
か
け
て
の
木
曽

山
は
、
豊
か
な
森
林
資
源
と
そ
れ
を
運
送
で
き
る
木

曽
川
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
で
は
最
大
級
の
木
材
生

産
地
で
あ
っ
た
。
古
く
は
飛
騨
の
山
々
の
森
林
資
源
と

と
も
に
都
に
知
ら
れ
、の
ち
に
は
木
曽
桧
が
そ
の
す
ぐ

れ
た
材
質
に
よ
っ
て
名
声
を
得
、
秀
吉
も
天
下
を
と
る

と
、
す
ぐ
に
木
曽
山
を
自
分
の
領
地
に
し
、
木
曽
材
で

聚
楽
第
や
寺
院
、
城
廊
な
ど
を
つ
く
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ

た
。例

え
ば
、
宝
永
六
年（
一
七
〇
九
）に
木
曽
路
を
歩

い
て
木
曽
谷
を
記
録
し
た
貝
原
益
軒（
篤
信
）は
、

「
そ
の
木
横
紋
あ
り
て
器
に
作
る
べ
し
と
い
え
ど
も
、

尾
州
よ
り
禁
制
あ
り
て
切
ら
ず
。
実
を
民
の
食
物
に

す
る
ゆ
え
に
、
材
木
を
切
る
杣
人
は
尾
州
辺
よ
り
和

泉
紀
伊
国
近
江
の
人
傭
い
て
つ
か
わ
さ
る
。
毎
年
春
の

雪
消
、
二
、
三
月
に
山
に
入
り
て
十
月
に
出
る
。
お
よ

そ
幾
千
百
人
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
。
春
は
山
に
入

る
杣
人
は
ま
さ
か
り
な
ど
持
ち
て
、
毎
日
ひ
き
も
き

ら
ず
上
方
よ
り
木
曽
へ
通
る
。
こ
の
杣
人
ど
も
山
中
に

家
あ
り
て
居
住
す
。
木
を
伐
り
、
材
木
に
削
り
、
あ
る

い
は
樽
に
割
り
て
、
長
四
尺
ば
か
り
な
る
小
さ
き
木
を

川
へ
流
せ
ば
、い
く
ら
と
も
な
く
水
に
し
た
が
い
て
流
れ

下
る
。（
中
略
）こ
の
流
る
る
木
ど
も
木
曽
を
経
て
、
美

藤
田
　
佳
久
氏
（
愛
知
大
学
文
学
部
・
地
理
学
）

上松 
萩原 

須原 
野尻 

須原 

裏 

凡　例 

現在の県界 
現在の郡界 
現在の市町界 
河　　川 

木 

曽 

柿其山 
みどの山 

妻籠 

田立山 
0 5㎞ 

湯舟沢 

第1図　山村氏による寛文21年の樽、土居用木材禁止山の分布
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曽
山
巡
見
を
行
な

い
、
森
林
資
源
や

山
元
の
詳
細
な
調

査
を
行
な
っ
た
結

果
、
森
林
荒
廃
の

状
況
を
知
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
う
し

て
山
村
氏
に
代
っ

て
藩
が
木
曽
山
支

配
に
乗
り
出
し
、

上
松
に
は
材
木
奉

行
を
置
く
と
と
も

に
、
次
第
に
林
野

利
用
を
厳
し
く
し

て
い
っ
た
。
留
山
や

そ
の
周
囲
の
鞘
山
、

焼
畑
の
制
限
、
桧
や
椹
、
明
桧
、
槙
、の
ち
に
ネ
ズ
コ
も

加
え
た
五
木
の
伐
採
禁
止
な
ど
、
地
元
農
民
に
と
っ
て

生
活
基
盤
を
失
い
か
ね
な
い
制
約
が
次
々
と
付
加
さ

れ
、
し
か
も
制
限
地
は
奥
山
へ
も
拡
大
し
た（
第
２

図
）。とく

に
享
保
年
間
は
相
次
い
で
巡
検
が
行
な
わ
れ
、

木
曽
材
生
産
も
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た（
第
３
図
）。
木

曽
桧
な
ど
主
要
な
樹
木
は
高
冷
地
で

の
天
然
下
種
に
よ
る
再
生
し
か
で
き

ず
、
資
源
回
復
に
は
伐
木
禁
止
に
よ
る

保
護
政
策
し
か
と
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。い

ず
れ
に
せ
よ
、
市
場
原
理
に
よ
る

乱
伐
か
ら
徹
底
し
た
保
護
政
策
へ
の
転

換
と
地
元
住
民
の
犠
牲
を
強
い
た
上

で
、
尾
張
藩
は「
金
の
な
る
木
」の
回
復

を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
そ
の

効
果
は
幕
末
に
少
し
あ
ら
わ
れ
て
い
る

（
第
３
図
参
照
）。

三
、
秋
田
杉
生
産
と
制
限

こ
う
し
て
木
曽
山
の
天
然
林
採
取
に
よ
る
林
業
生

産
が
急
減
す
る
と
、
木
材
市
場
は
新
た
な
林
業
地
を

求
め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。

当
時
、
建
築
材
に
有
用
な
桧
や
杉
の
集
中
す
る
天

■
関
連
文
献

・
貝
原
篤
信（
一
七
〇
九
）

『
木
曽
路
の
記
』
書
林
茨
木
多
左
衛
門
刊
。

・
日
本
学
士
院
日
本
科
学
史
刊
行
会（
一
九
五
八
）

『
明
治
前
日
本
林
業
技
術
発
達
史
』
同
会
刊

・
北
沢
啓
司（
一
九
六
二
）

『
木
曽
の
山
林
を
め
ぐ
る
歴
史
』

日
本
林
業
調
査

会
。

・
鈴
木
一
郎（
一
九
三
三
）

『
賀
藤
景
林
父
子
伝
』
秋
田
山
林
会
。

・
秋
田
営
林
局（
一
九
六
八
）

『
秋
田
の
杉
』林
野
弘
済
会
秋
田
支
部
。

・
藤
田
佳
久（
一
九
九
二
）

『
近
世
に
お
け
る
林
野
利
用
の
展
開
に
み
る
東
北
日
本

と
西
南
日
本
―
木
曽
型
、
飛
騨
型
林
業
の
限
界
と

吉
野
林
業
の
展
開
―
』歴
史
地
理
学
　
一
五
七
号
。

・
藤
田
佳
久（
一
九
九
二
）

『
近
世
に
お
け
る
木
曽
桧
と
秋
田
杉
の
乱
伐
に
と
も
な

う
森
林
保
護
政
策
の
成
立
と
展
開
―
吉
野
林
業
方

式
成
立
の
背
景
―
』
愛
知
大
学
総
合
郷
土
研
究
紀

要
　
三
七
輯
。

・
藤
田
佳
久（
一
九
九
五
）

『
日
本
・
育
成
林
業
地
域
形
成
論
』古
今
書
院
。

・
藤
田
佳
久（
一
九
九
八
）

『
吉
野
林
業
地
帯
』古
今
書
院
。

然
林
分
布
地
は
そ
ん
な
に
多
く
な
か
っ
た
。
ま
だ
植
林

に
よ
る
育
成
林
は
本
格
化
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。そ

ん
な
中
で
注
目
さ
れ
た
の
が
能
代
川
や
雄
物
川

流
域
に
分
布
す
る
秋
田
杉
の
天
然
林
で
あ
っ
た
。「
秋

田
山
」で
あ
る
。
秋
田
杉
は
成
長
速
度
に
ム
ラ
が
な
く

木
目
の
美
し
さ
と
天
井
に
ま
で
利
用
で
き
る
ほ
ど
の
直

径
の
大
き
い
大
径
木
に
特
徴
が
あ
り
、
わ
ず
か
に
残
さ

れ
た
秋
田
杉
に
対
し
て
は
今
日
で
も
そ
の
評
価
は
高

い
。す

で
に
秀
吉
も
秋
田
杉
に
注
目
し
、
地
元
秋
田
氏

の
忠
誠
の
証
と
し
て
都
へ
上
納
さ
せ
て
い
た
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
に
秋
田
氏
は
日
本
海
沿
い
に
輸
送
ル

ー
ト
を
開
設
し
た
。
し
か
し
、
家
康
は
天
下
を
と
る
と
、

秋
田
氏
を
移
封
さ
せ
、
常
陸
の
佐
竹
氏
を
秋
田
へ
転

封
さ
せ
た
。
佐
竹
氏
は
雪
国
と
森
林
に
は
不
慣
れ
で

あ
っ
た
。
新
天
地
で
佐
竹
氏
は
新
田
開
発
や
銀
山
、
銅

山
の
開
発
を
す
す
め
る
が
、
少
し
ず
つ
秋
田
杉
が
上
方

市
場
で
売
れ
る
こ
と
か
ら
、
秋
田
氏
の
方
法
を
ま
ね
る

形
で
、
上
納
で
は
な
く
商
品
と
し
て
注
目
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
領
内
開
発
の
資
金
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

木
曽
材
の
枯
渇
状
況
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

延
宝
期
に
入
る
と
、
上
方
市
場
で「
秋
田
杉
」は
評
価

が
高
ま
り
、
藩
は
農
民

を
使
役
し
、
商
品
化
を

さ
ら
に
す
す
め
、
上
方

市
場
と
日
本
海
の
北
前

船
ル
ー
ト
を
発
展
さ
せ

る
形
で
強
く
結
ば
れ
た
。

木
曽
材
が
徹
底
的
に

保
護
政
策
下
に
置
か
れ

た
享
保
年
間
に
は
、
秋

田
材
は
そ
の
生
産
量
を

さ
ら
に
伸
ば
し
た（
第
４

図
）。

し
か
し
、
秋
田
杉
は
百
年
を
越
え
る
天
然
林
で
あ

り
、
急
速
な
伐
採
は
資
源
の
枯
渇
を
ま
ね
い
た
。
当

初
、
森
林
管
理
に
不
慣
れ
で
あ
っ
た
佐
竹
氏
の
林
政
の

結
果
で
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
、
林
政
改
革
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
、
第
三
回
目
と
し
て
文
化
年
間
に
は

賀
藤
清
右
衛
門
景
林
に
よ
る
林
政
改
革
が
行
な
わ
れ
、

山
林
区
分
や
乱
伐
禁
止
、
そ
し
て
尾
張
藩
の
林
政
に

は
み
ら
れ
な
い
三
公
七
民
に
よ
る
農
民
と
の
分
収
に
よ

る
植
栽
方
式
も
導
入
し
た
。
そ
れ
は
初
め
て
の
藩
独
自

の
林
政
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
、
秋
田
杉
の
生
産

制
限
に
よ
る
保
護
と
育
成
に
よ
る
秋
田
杉
の
存
続
を

可
能
に
し
た
。

四
、
お
わ
り
に

こ
う
し
て
秋
田
杉
の
供
給
も
減
少
し
た
中
で
一
八

世
紀
に
木
材
価
格
は
高
値
と
な
り
、そ
ん
な
中
で
初
め

て
本
格
的
な
植
栽
に
よ
る
育
林
技
術
が
大
和
の
吉
野

川
上
流
域
で
成
立
し
た
。
そ
れ
も
従
来
の
挿
木
に
よ
る

植
栽
で
な
く
、
実
生
に
よ
る
水
田
の
育
苗
と
同
じ
方
法

に
よ
る
植
栽
で
、こ
れ
に
よ
り
大
量
の
植
栽
と
育
成
、
生

産
が
可
能
に
な
っ
た
。
吉
野
川
は
大
坂
市
場
と
近
接
し
、

吉
野
材
の
流
送
、
筏
流
に
好
都
合
で
あ
っ
た
。

「
吉
野
林
業
地
帯
」の
成
立
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

わ
が
国
の
林
業
は
一
八
世
紀
に
木
曽
や
秋
田
に
代
表

さ
れ
る
採
取
林
業
か
ら
吉
野
を
代
表
と
す
る
育
成
林

業
へ
と
大
転
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
大
転
換
を
可
能
に
し
た
契
機
が
木
曽
山
で
の
森

林
過
伐
に
よ
る
徹
底
し
た
保
護
政
策
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
家
康
は
わ
が
子
義
直
を
尾
張
に
封
じ

さ
せ（
慶
長
一
二
年
、
一
六
〇
七
）、
そ
の
後
、
木
曽
山

を
尾
張
藩
領
に
加
封（
元
和
元
年
、
一
六
一
五
）し
、

木
曽
山
は
尾
張
藩
領
と
な
っ
た
。
家
康
は
わ
が
子
の
経

済
的
基
盤
を
支
え
、
し
か
も
自
分
の
意
向
の
中
に
木

曽
山
を
置
い
た
の
で
あ
る
。
駿
府
御
殿
や
江
戸
城
、
鎌

倉
宮
、
日
光
東
照
宮
の
造
営
な
ど
に
多
く
の
木
曽
材

を
そ
の
後
も
利
用
し
た
こ
と
は
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

そ
し
て
山
元
で
は
代
官
山
村
氏
が
木
曽
材
生
産
を
一

手
に
引
き
受
け
、
木
曽
谷
一
帯
に
大
き
な
労
働
力
市

場
が
形
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
時
に
過
伐
に
危
機
感

を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
山
村
氏
は
独
自
に
鷹
狩
用
の

巣
山
を
設
け
た
り
、
伐
採
禁
止
の
山
を
設
け
た
り
し

た（
第
１
図
）。

尾
張
藩
は
や
が
て
安
定
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
山
村

氏
に
ま
か
せ
て
い
た
木
曽
山
に
注
目
す
る
よ
う
に
な

り
、
寛
文
四
年（
一
六
六
四
）、
第
一
回
目
に
な
る
木

第3図　近世における木曽材の生産量の推移
（「木曽ヒノキ総合調査」より作成）
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む
か
し
、む
か
し
。

末
川
の
上
流
、小
野
原
と
い
う
村
に
、

そ
れ
は
そ
れ
は
親
孝
行
な
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。

木
曽
馬
の
世
話
は
、そ
の
子
ど
も
の
仕
事
。

あ
る
日
、い
つ
も
の
よ
う
に
赤
ん
坊
を
背
負
い
、

放
牧
場
ま
で
馬
を
迎
え
に
行
き
ま
し
た
。

人
な
つ
こ
い
木
曽
馬
は
、い
つ
も
な
ら「
ホ
ー
イ
、ホ
ー
イ
」と
呼
ぶ

子
ど
も
の
声
を
聞
き
つ
け
る
と
、ヒ
ヒ
ー
ン
と
い
な
な
い
て
近
よ
っ
て
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
そ
の
日
は
、い
く
ら
呼
ん
で
も
近
よ
っ
て
き
ま
せ
ん
。

馬
た
ち
は
末
川
の
深
い
流
れ
を
渡
り
、向
こ
う
岸
で
草
を
食
ん
で
い
た
の
で
す
。

大
声
で
馬
を
呼
ん
で
も
、

声
は
川
の
流
れ
に
か
き
消
さ
れ
て
、馬
の
耳
に
は
届
き
ま
せ
ん
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、赤
ん
坊
は
お
な
か
が
空
い
た
の
か
む
ず
か
り
だ
し
、

子
ど
も
は
途
方
に
く
れ
て
し
く
し
く
泣
き
だ
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、ひ
と
り
の
旅
の
僧
が
通
り
か
か
り
ま
し
た
。

「
な
ぜ
泣
い
て
る
の
」

和
尚
さ
ん
は
泣
い
て
る
子
ど
も
に
た
ず
ね
ま
し
た
。

子
ど
も
は
泣
き
な
が
ら
馬
を
指
差
し
そ
の
理
由
を
話
す
と
、

「
そ
れ
は
気
の
毒
に
。私
が
助
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」

和
尚
さ
ん
は
微
笑
み
な
が
ら
う
な
ず
く
と
、
川
に
向
か
っ
て
お
経
を
よ
み
は
じ
め
ま
し
た
。

そ
し
て
も
っ
て
い
た
杖
で
川
を
ト
ン
ト
ン
つ
つ
く
と
、

不
思
議
な
こ
と
に
、そ
れ
ま
で
満
々
と
流
れ
て
い
た
川
の
水
は
、

ど
ん
ど
ん
川
底
に
し
み
こ
ん
で
し
ま
い
、つ
い
に
川
原
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

子
ど
も
は
大
喜
び
で
向
こ
う
岸
か
ら
馬
を
連
れ
て
き
て
、

和
尚
さ
ん
に
お
礼
を
い
う
と
、か
け
あ
し
で
家
へ
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

馬
の
群
れ
と
子
ど
も
を
じ
っ
と
見
送
っ
て
い
た
旅
の
僧
は
、

夕
暮
れ
の
道
を
月
夜
沢
峠
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
と
き
か
ら
、末
川
の
水
は
地
底
を
流
れ
る
よ
う
に
な
り
、

村
人
た
ち
は
こ
こ
を「
水
無
し
八
丁
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
旅
の
僧
は
、日
本
各
地
を
歩
い
て
百
姓
を
救
っ
て
く
れ
た

弘
法
大
師
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
田
村

水
無
し
八
丁
と
弘
法
大
師

話
の
小
箱 
民 


